
様式 2

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》

＊科目 No． 1808

科目概要記入欄

1．開設大学

広島修道大学

法学部
開催
方法

■対面（ 本学 ）

□オンライン（同時・録画・資料提示）

□その他（      ）

2．正式科目名

副題

法律基礎Ａ（ディベート演習）

※マツダ財団寄付講義

配当年次 1・2・3・4

受入学年 1・2・3・4

学問分野 番号 21
名

称
法学

3．担当教員名 奥谷 健

4．単 位 数 1 単位 5．開講学期 第 4 学期

6.開講期間

  曜日・時間

2026 年  11 月  18 日（水）～  2027 年  1 月  27 日（水）

水曜日     9：00  ～  10：30

7.基礎知識の有無
・「基礎知識を必要とする科目」 （               ）

・「基礎知識を必要としない科目」

8.募集人数     若干名 9.選考方法 書類選考

10．科目内容・

  授業計画

本講義では、ディベートを基礎から学び、自ら体験するなかで、情報を収集・分析し、体系的に考え・論

じ、相手に理解されるスキルを向上させます。そして、論理的思考を中心に傾聴力、発信力、チームワー

クなどを総合的に伸ばすことを目的とします。

第 1 回イントロダクションとディベートの必要性

社会で必要な能力、「コミュニケーション能力」とはなにか、について考える。論理的思考の重要性につ

いて知り、それをスキルアップするにはディベートが有効であることを認識する。

第 2 回ディベートの概要と試合の事前準備

ディベートの概要・ルール説明の後、チーム分けを行い、練習ディベートの論題をもとに、ディベートの

準備をする。

第 3 回試合の準備とトライアル

継続して練習ディベートの準備を行い、後半練習ディベートのトライアルを講師のリードで実施する。

第 4 回練習ディベート①

練習論題に対し、練習ディベートを肯定/否定/ジャッジ/オブザーブの役割交代しながら体験する。2 試

合を実施して、ディベートに必要な情報の質と量、タイムマネージメントについて知る。

第 5 回練習ディベート②

練習論題に対し、練習ディベートを肯定/否定/ジャッジ/オブザーブの役割交代しながら体験する。2 試

合を実施して、聞くことの重要さ、理解しまとめて発信することの難しさを知る。

第 6 回本戦論題探索と試合準備

自分たちが興味のある論題候補をリストアップし、本戦の論題を討議～選定する。その後、本戦ディベー

トに向け準備する。

第 7 回本戦ディベート①

ディベート本戦を肯定/否定/ジャッジ/オブザーブの役割交代しながら、2 試合実施する。他チームの論

点や情報も参考にし、自チーム情報のブラッシュアップや作戦の整理をする。

第 8 回本戦ディベート②

ディベート本戦を肯定/否定/ジャッジ/オブザーブの役割交代しながら、2 試合実施する。

本戦の結果発表～表彰し、最後に本講義で学んだことを整理してまとめる。

11．試験・評価方法 出席状況と演習取り組み状況・練習/本戦ディベート成績を総合的に評価

12．別途負担費用 なし

13．その他特記事項

14．社会人受講
科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否


